
谷村新司氏 プロフィール 

                                    

音楽家／上海音楽学院名誉教授／東京音楽大学客員教授 

1948年12月11日生まれ、大阪府出身。 

「アリス」として、「冬の稲妻」「チャンピオン」等数々のヒット曲を出し、ソロ・アーティストとし

ても「昴」「いい日旅立ち」「サライ」など、日本のスタンダード・ナンバーともいえる曲を世に送り

出す。2004年上海音楽学院常任教授に就任、5年間で卒業生を送り出し現在は上海音楽学院名誉教授、

東京音楽大学の客員教授として音楽を志す若者の育成に尽力している。 

 

2007年：トーク&ライブキャラバン「ココロの学校」をスタート。 

2011年：3月11日の東日本大震災で被害を受けた地域への慰問チャリティ開校を目指して 

    「谷村新司トーク＆ライブ支援キャラバン ココロの学校〜今 伝えたい〜」を 

     可能な限りの場所で開校、宮城県石巻市・福島県棚倉町・岩手県大船渡市の東北3県での 

     慰問チャリティ開校を実現。 

2012年：石井竜也さんと初共作の楽曲「風の子守歌〜あしたの君へ〜」において全ての作家印税を 

     震災遺児支援奨学金にドネーションする「風の子守歌プロジェクト」を発表。 

     アーティスト活動４０周年を迎え、日中国交正常化４０周年記念特別記念コンサートを 

     東京・国立劇場にて開催。 

2013年：第54回毎日芸術賞、および第63回芸術選奨・文部科学大臣賞を受賞。 

     アリスが再始動。26年振りとなるオリジナルアルバム「ALICE Ⅺ」(アリス・イレブン) 

     と共に5月から全国47都道府県を網羅する 

     「ALICE CONCERT TOUR 2013 ～It’s a Time～」を展開。 

     11月、日本武道館にて全64公演を無事に完走。 

     6月29日、出雲大社「平成の大遷宮」奉祝として「NATURE LIVE in 出雲大社」を開催。 

2014年：１月30日、アーティスト活動の中で出逢った不思議なエピソードと学びの入門編として 

     「谷村新司の不思議すぎる話」がマガジンハウスより発刊。 



     4月、東京・大阪・名古屋・愛知芸術劇場にて、 

     ソロリサイタル「THE SINGER～サクラサク～」を開催。 

     4月～、BS日テレにて音楽ドキュメンタリー番組「地球劇場〜100年後の君に聴かせたい歌〜」  

     をスタート、番組と連動した同タイトル全国ツアーも開催。 

     5月31日、スポーツの聖地として半世紀にわたる歴史を持つ国立競技場の 

     最後のセレモニーに日本を代表するアーティストとして出演。 

     フィールドで「昴」を歌唱し、歌によるクローザーを務めた。 

     12月17〜19日、’86年の開館から18年連続でロングリサイタルを開いていた 

     東京・青山劇場で、熱いラブコールにより「CURTAIN CALL」と題し 

     10年ぶりにリサイタルが限定復活した。 

2015年：1月8日、北陸新幹線 金沢・富山-東京開業キャンペーンソング「北陸ロマン」を 

     記者会見にて発表。 

     ＣＭ用の特別企画として「北陸ロマン -プレミアムデュエットバージョン-」も併せて発表。  

     女優の仲間由紀恵さんと夢のデュエットが実現。 

     4月4日～6日、東京・国立劇場にてソロリサイタル「THE SINGER」を開催。 

     4月22日、構想12年、5年ぶりとなるオリジナルアルバム「NIHON～ハレバレ～」を 

     リリース。5月から、アルバムを掲げた全国ツアーをスタート。 

     4月29日 春の紫綬褒章受章。 

         8月、BS日テレ「地球劇場」presents「地球劇場フェス2015」を 

     横浜・赤レンガパークにて開催。“大人の夏フェス”が実現。 

     9月16日、谷村新司×仲間由紀恵「北陸ロマン -プレミアムデュエットバージョン-」を 

     リリース。 

 


